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December 2005 京都大学

企画展

平成17年 秋季企画展示

日本 の動物 はいつ どこか らきたのか
一 動物地理学の挑戦 一

●期 間:平 成17年9月28日(水)～ 平成18年1月22日(日)

●開館時間=午 前9時30分 ～午後4時30分(入 館 は4時 まで)

●会 場=京 都大学 総合博物館南棟2階 企画展示室

平成17年 秋季企画展 によせて

は じめに

海で囲 まれた 日本 の動物 たちはいつ?ど こか ら?

や って きたので しょうか。 日本 だけに分布す る動物

が多いの はなぜ で しょうか?こ うした謎 を解 くため

に京都大学で行 われている様 々な動物 を対象 とした

動物地理学の研 究 をわか りやす く知 って もらうため

に,こ の企画展 を計 画 した。

京都大学では動物 地理学 の研究が,理 学部創設の

頃 か ら盛 んに行われて きた。そ して,現 在で も活発

な研究が行 われている大学 である。今 回の企画 は,

総合博物館の ほか,理 学研 究科動物学教室,人 間 ・

環境学研究科,霊 長類研 究所の11名 の教員 で企画展

実行委員会 を発足 させ,京 都大学 での動物地理学の

研究 の紹介 に取 り組んだ ものである。

貝類,昆 虫類,魚 類,両 生類,爬 虫類,哺 乳類 な

どの動物 たちについて,最 新の研究成果 を紹介 して

いる。動物地理学 とは動物た ちの現在 の分布が どの

ように形作 られ てい ったかの謎解 きをす る学問 であ

る。現在 にお いてそれぞれの動物 たちの生息 に適 し

た環境が あるか によってその分布 が影響 されるのは

もちろんであるが,動 物 たちの現 在の分布 は同時 に

過 去に起 こった分布の変遷 などの影響 を大 き く受 け

ている。 したが って,動 物地理学の研究 では,今 生

きている動物 たちの分布や生物 を含めた環境 との関

わ りを明 らかに してい くの と同時に,形 態や遺伝子

を各地か らの標本 を もとに調査 してい くことに よっ

て,過 去 に起 こった動物 たちの分布の変遷 を解 き明

か してい くことも重要で ある。化石 によって過去 の

実態 を詳細 に知 るこ とがで きる場合 もあ るが,多 く

の場 合は現 生の動物 たちか ら手がか りを見いだ して

い く。

この企画展では,で きるだけ多 くの分類群 や生息

環境 を扱 うように心 がけた。 また,日 本では動物地

理学が十分 に紹介 されていないので,な るべ くわか

りやす く,動 物地理学 を紹介す る ように心がけた。

展示で は,研 究に使 われた ものを中心 に,551点

とい う多数の標本 を展示 している。標本のほ とん ど

は京都大学が所蔵 する ものである。動物地理学の解

説や研究の紹介は64枚 の展示パ ネルによるが,わ か

りやす くす るためにパネルでは計124点 の図が用い

られてい る。

(展示会場の様子)
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動物地理学 とは何 か

企画展ではは じめに動物地理学 とは何 か,ま た動

物地理学の基礎 について も紹介 している。動物地理

学 とは動物た ちの地理分布 を空 間的,時 間的 にみて

い きなが ら,地 理分布 の形成 を明 らか にす る学問 と

い える。動物地理学 を生 み出 したイギ リスの ワレス

は19世 紀 に世界 を動物相 の違 いによって6つ の動 物

地理区 にわけた。 この企画展 では,オ ース トラリア

区 だけにい る単孔類 のカモノハ シ とハ リモ グラ,新

熱帯 区(南 アメリカ)だ けにいる貧歯 目の ココノオ

ビアルマ ジロ,ミ ナ ミコア リクイ,ノ ドジロ ミユ ビ

ナマ ケモ ノ,東 洋区(東 南 アジア)だ けにい る登 木

目の オオッパ イ,コ モ ンツパ イ,ヤ マッパ イの京都

大学が所蔵す る哺乳類 の剥製標本 を展示 してい る。

日本 は島国であるが,過 去 一千万年 間で,そ の地

形 を大 きく変 えて きた。 また,過 去180万 年 間には

氷河期 と温暖 な時期 が繰 り返 し訪 れた。地形の変化

や氷河期の海水 面の低 下 によって,日 本の周辺 には

大 陸 との間で様 々 な陸橋 が形 成 され,そ こを通 って

多 くの動物 たちが 日本 列島にやって きた と考 え られ

ている。 日本 は南北 に長 く,本 土 のほか に6852と い

う多数 の島か ら成 り立 っているため,環 境が多様で

地形が複雑であ る。 したが って,氷 河期 に形成 され

た陸橋 の大 きさや時期 は,場 所 によって も異 なって

いた といえる。それが現在の多様 な 日本の動物相 の

形成 につ なが ったのであ る。

京都大学で は,過 去 にた くさんの研究者が動物地

理学 の分野で多 くの成果 をあげて きた。展示 ではそ

の中か ら,特 に重要 な貢献 を した4人 の研究者 を取

り上 げて紹介す る。淡水生物学の川村多實二先生,

陸の動物地理学の徳 田御稔先生,洞 窟の動物地理学

の吉井 良三先生,海 の動物地理学の西村三郎先生 で

ある。4人 の先生 は,そ れぞれ異なった研究対象 を

ロア　 げ　
(展示会 場のひ とつのコーナー)
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もちなが ら,日 本の動物地理学 の発展 において大 き

く貢献 した。

京都大学 での最新の研 究成 果の紹介

まず,日 本列 島(日 本本 土)の 動物地理学 につい

て紹介す る。 日本列 島の動物相 の成立 を考察す る際

には,過 去180万 年間の更新世 といわれる時期 の陸

橋形成 や環境 の変化が重要である。京都大学で行 わ

れている研究 として,モ グラ類 の 日本へ の侵入 とそ

の後 の種 間競合,ニ ホンザルや ヒグマ,ッ キノワグ

マ,ニ ホ ンジカ とい った大 型哺乳類 の定着過程,伊

豆半 島での トカゲ類の分化,ア カガエル類 の音声 に

よる繁殖隔離,小 型サ ンシ ョウウオの 日本 での多様

化,ビ ワ コオオナマズの起 源,海 浜性ハ ンミョウ類

の分布 と歴史,ネ クイハム シや ミズ クサハ ムシの歴

史生物地理 につ いて標本 とともに紹介す る。体長1

メー トル もある ビワコオオナマズの標本 や,日 本列

島の代表 的な動物で あるオオサ ンシ ョウウオの標本,

北海道 では絶滅 したエ ゾカワウソの骨格標本,ツ キ

ノワグマやニホ ンザ ルの剥製標本 も展示 されている。

(日本列島の大型哺乳類)

次に,固 有性の高い動物相をもつ琉球列島の動物

地理学を紹介する。京都大学ではこの10年 ほどの間

で琉球列島の陸上脊椎動物の動物地理学において,

数多 くの新 しい知見を発見してきた。ここでは両生

類 と爬虫類を中心にそれらを紹介する。動物たちの

起源を探る上で,そ れぞれの動物たちの分類学的な

位置づけは大切である。分類体系の違いによって動

物地理学の解釈が大きく異なることもある。京都大

学の最近の琉球列島における動物地理学の成果は常
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に,分 類体系の見直 しと表裏 一体で あった とい える。

最近 の研究で,琉 球列島中部,す なわち奄美諸島や

沖縄諸 島の動物相が数百万年 にわたってほかの地域

か ら隔離 され,独 自の動物相 を形成 ・維持 して きた

ことがわかって きた。 トカゲ類の種分化,ハ ナサ キ

ガエル類 の種分化,ハ ブ類や アオヘ ビ類 の分化 の研

究について標本 とあわせて紹介 している。 また,奄

美 諸島だけに生息す るアマ ミノクロウサギ幼体 の剥

製標本 も展示 している。

(琉球列島の力エル類,ヘ ビ類,ト カゲ類)

次 に海の動物 地理学 を紹介 する。海で も海域 によ

って動物相が異な ってお り,海 洋動物 の動物地理学

の研究が行 われて きた。最近 の京都大学の研究で,

日本周辺での海洋動物 相は黒潮 の流路 に影響 されて

形成 された らしい ことがわかって きた。 ここで は,

クロメジナ とマ ダラハ タの2つ の魚類,ア サ リやハ

マグ リとい った浅海性 貝類群 の起源 と変遷 につい て

の京都大学での研究 を標本 とあわせ て紹介す る。

動物 と人間の関係

ここまで紹介 して きた ように,日 本 は陸や海 に多

様 な動物相 を有 してい る。 しか し,近 年 では人間生

活 との軋礫 に よるい くつかの動物 の絶滅 が問題 とな

っている。 この企画展で は動物の絶 滅 について も紹

介 している。

ち ょうど100年 前 に最後の標本が残 され,絶 滅 し

たニホ ンオオカ ミもその一つである。ニホ ンオオカ

ミはなぜ絶滅 したのだろ うか。 また,一 度 も大 陸 と

陸続 きになったこ との ない小笠原諸 島の動物相 の成

立 とその危機 を紹 介す る。小笠原諸 島 に固有のハナ

バチ類やエ ンザ ガ イ類がすで に絶滅,あ るいは絶滅

に近づいている。昭和 になってか らも秋田県の クニ

マスや京都府 の ミナ ミトミヨが絶滅 した。2種 の淡

京都大学

水 魚類 はなぜ絶滅 したの だろうか。京都大学 に残 さ

れている標本 を展示 しなが ら,こ れ らの動物 たちの

絶滅 について紹介す る。

　動物 地理学はその名 の通 り,地 理 と密接 に関わっ

てい る。展示会場 中央 には5メ ー トル四方の 日本 と

その周辺の床 面地形 図を設置 した。その上 を自由に

歩いて,日 本の地理 について実感 してほ しい。 また

三百万分の一の立体 地形 図 も展示 してい る。 日本の

山の高 さや,海 の深 さにつ いてみてほ しい。

　動物地理学の研 究の実際 や標本 ではわか りに くい

動物の色 を知 って もらお うとスラ イ ドシ ョーのモニ

ターを設置 した。

　研究の紹介 はで きるだけわか りやす くを心が けた

が,何 年 もか けた研 究の結 果 として ようや くわか っ

たこ とを1～2枚 のパ ネルに まとめたため,わ か り

に くい部分 も残 されてい ると思 う。 この企画展 と同

時 に,岩 波書店の科学 ライブ ラリー109と して 「日

本 の動物 はいつ どこか らきたのか」 を京都大学総合

博物館編 として出版 した。企画展 で取 り上 げた研究

　 い くつ か をより詳 しく,わ か りやす く紹介 した。

　 た,土 曜 日と日曜 日には大学院生 などに よる展示

年説 を行 っている。 わか らない点は気軽 に質問 して

ましい。

　 日本 の動物相 を守 るため には生物多様性 の保全が

　 かせ ない。 しか し,最 近で は外 来動物 に よ り在来

　物へ の影響が深刻化 してい るなどの問題 が生 じて

・る。 日本の多様 な動物 たちを後世 に残 してい くた

めの取 り組み も必要 になって いる。

　　　　　　　(京都大学総合博:物館 ・資料開発系 ・

　　　　　　　　　　　　　　　 助手　本川雅 治)

(
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半 成17年 秋李 企 画展

関連 イベ ン ト

展 示 解 説

毎 週土 曜 日14:00～ 、

毎 週 日曜 日11=00～ 、

15:00-v

14:00～ 、15:00～

各40分 程度

※申込不 要です。直接 ご来館下 さい。

公開講座

「日本 の動 物 はいつ どこか らきたの か」

開催時間13130～16=00

会 場 京都大学 総合博物館2階 セ ミナー室

11月5日(土)「 動物地理学の挑戦」

京都大学総合博物館 ・助手 本 川 雅 治

11月12日(土)「 ケ モ ノた ちの来 た道一 ニホ ンザ ル を中心 に一 」

京都大学霊長類研究所 ・助教授 川 本 芳

11月19日(土)「 両生 類 の た ど った道 を探 る」

京都大学大学院人間 ・環境学研究科 ・教授 松 井 正 文

11月26日(土)「 日本列島の昆虫=種 多様性 の起源」
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特別公開

修復記念

「マ リア十五玄義 図」展
●期 間:平 成18年2月1日(水)～ 平成18年2月26日(日)

●開館時間1午 前9時30分 ～ 午後4時30分(入 館 は4時 まで)

●会 場:京 都 大学 総合博物館本館2階

「マ リア十五 玄義 図」 につ い て

「マ リア十五玄義図」(正式 には 「紙本著色聖母子

十五 玄義 ・聖体秘跡図」)は,茨 木市 の山間部下音

羽の民家 に伝 え られた絵画です。1930年,屋 根 の葺

き替 えの際 に発見 されま した。屋根裏 の木材 にくく

り付 け られた竹筒 を不審 に思 った家入が開けてみる

と、 この絵 が くる くる と巻かれ た状 態で出て きたの

です。

下音羽は近隣の千提寺 とともに,隠 れキ リシタン

の里 と して知 られる地域 です。近代 に入 って家の持

ち主 は二回変わってお り,残 念 なが ら,こ の絵 画に

つい ての言い伝 えは全 く残 っていませ んが,近 畿地

方 に残 る貴重 なキ リシタン遺物 の一つ とい えます。

発見後,閲 覧の希望 に応 じる うちに,絵 が 目にみえ

て劣化す るの を心 配 された原蔵者が,本 学文学部 に

寄贈 され,現 在は総合博物館 に所蔵 されてい ます。

推定製作年代は17世 紀初頭 。 画面 を見 る と(写

真),中 央上段 に、幼児のキ リス トを抱 いたマ リア像,

下段 中央 に聖杯 とイエズス会の シンボル,そ の両側

に,フ ラ ンシス コ ・ザ ビエル他 四人の人間を配 して

い ます。 そ してこれ らの外 側 には,聖 母子 の生涯 を

描 いた十五 コマの絵が,左 下か ら時計 回 りに配置 さ

れてい ます。 この種の絵 画 は,日 本 では他 に2点 確

認 されていますが,本 館蔵 にな るこの絵 は,描 かれ

た時の状態 をほぼその まま残す,も っ とも良質の も

の とされています。

2001年 に重要文化財の指定 を受け ましたが 、いた

みがはげ しく公 開で きる状態 にはあ りませ んで した。

修復 が緊急 の課題 であった ところ,2004年 度 によう

や く修復 をするこ とがで きま した。 日本 に初 めてキ

リス ト教 を布教 したザ ビエ ルの生誕五 百年にあたる

2006年,美 しくよみが えった この絵 を公 開すべ く,

現在準備 を進め てい るところです。以下 に,「 マ リ

ア十五玄義 図」の見 どころをご紹介 しましょう。

(マ リア十五玄義図全体写真)
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1図 像 について

「マ リア十五玄義図」 は,正 式名称が表 す ように,

大 き く二つの部分 か らなってい ます。

その ひとつは,聖 母子 を中心 として周囲 に配置 さ

れ た十五 の絵,「 聖母子十五玄義」 にあた る部分 で

す。マ リアへ の受胎告知 に始 まる 「喜び」の5場 面,

キリス トの受難 を描 く 「苦 しみ」の5場 面,及 び,

キリス トの復活 とマ リアの昇天 までの 「栄光」 の5

場面が順 に配置 されてい ます。 キ リシタンの間で広

く行 われ た祈 りの中に,ロ ザ リオ と呼ばれ る数珠 を

繰 りなが ら、聖母 マ リアに祈 りをささげる ロザ リオ

の祈 りがあ ります。15の 各場面 に対応 して15の オ ラ

シ ョ(祈祷文)が あ り,そ れぞれ を10回 ずつ 、全部 で

150回 唱える もので した。つ ま り,聖 母子像 と15の

絵 とが一体 とな って,マ リアの神秘的 な力への崇拝

を表現 してい るのです 。聖母 マ リアをめ ぐる15の 神

の教 え という意味の 「マ リア十五玄義図」 とい う通

称 は,こ こか ら付 け られ ました。

本 図の残 りの部分 を構成す るのは,聖 母子の下方,

聖杯 と四人の人物 を描 写する,「聖体秘跡」 にあた る

部分 です。聖杯 とその上 に光 り輝 く玉 は,カ トリ ッ

クで行 われる聖体の秘 跡 とい う儀礼 を象徴 してい ま

す。最後 の晩餐でキ リス トがパ ンと葡萄酒 を とり,

「これ我が 身体 な りわが血な り」 と言 ったこ とにち

なんだ儀式で,キ リス トの肉 と血 を象徴す るパ ンと

葡萄 酒一 聖体一 を信者 にわかち,キ リス トとの生命

の一体化 を強め る意味 を持 ってい ます。 その両側 に

は,日 本 に初め てキリス ト教 を伝導 したイエズス会

宣教 師のザ ビエ ル(右)と,同 会の創始者 であるイグ

ナチ ウス ・ロヨラ(左)一 いずれ もキ リシタンが崇拝

してや まない聖人で した 一,そ して,そ の背後 に殉

教 者 として知 られる男女 一 聖 ルチア(右)と 聖 マチ

アス(左)一 が配置 されています。

これ ら4人 の視線 は何 を見つめているので しょうか。

上段の聖母子像 とす る説 に対 して,下 段 中央の聖体

にむ けられた もの とい う説 もあ ります。後 者の説 は,

画面 を上下 に分 けるポル トガル語の文章 を重視 した

もので,日 本 におけるキ リシタ ン遺物の研 究 に先 鞭

をつ けた新村出博士 は、かつ てこの文章 を 「い とも

貴 き秘蹟讃仰せ られ よ」 と訳 しました。同 じ文章 を

付 した聖体鐙仰 の図が,日 本 のみな らず世界的 に確

認 されてい ることも踏 まえて,中 央 の聖体 をザ ビエ

ル ら4人 が仰 ぎ見 る構 図 とみなす解釈 には,耳 を傾

けるべ きところが あるとい えるで しょう。つ ま り,

「マ リア十五玄義図」 には,ロ ザ リオのマ リアへの

祈 りと,聖 体秘跡への崇敬 とが同居 しているのです。

また,近 年 の研究で は,マ リアに抱 かれたキ リス

トの持 ち物が,原 図で はロザ リオであった ものが,

この絵 では十字架 をのせ た球体 に変更 されているこ

とに注意が 向け られ,こ のキ リス トが、天球 もしく

は地球 を手 に した 「救世主 と してのキ リス ト」 の図

像 とよ く似 ているこ とが明 らか にされ ました。 この

図像 は,キ リス トの もう一方の手が天球 ・地球 に祝

福 を与えるポーズを とってお り,キ リス トが現世 ・

来世いずれに対 して も全能の力 を持 つ ことを象徴す

る図像 である とされてい ます。 ロザ リオの祈 りの対

象であ る聖母子像 の中に,救 世主 としてのキ リス ト

像がはめ込 まれているわけですが,こ れは,現 世利

益 に馴 れた 日本 人の好み に合わせた ものではなかっ

たか,と 考 え られています。 また,マ リアの手 にす

る花が,本 来のバラではな く,日 本人 に馴染 みのあ

る白い椿 にか えられている とす る説 もあ ります。

この ように,「 マ リア十五玄義図」 は,マ リアへ

の祈 りのみな らず,キ リス トの超越的 な力や聖餐 の

サ クラメン トへの崇拝,聖 人に対す る崇敬の念な ど

さまざまなもの をと りあわせ,日 本人 に受け入れ ら

れやすい ように工夫 された,日 本 的な聖画であ った

とい えます。

2技 法 につ いて

絵の具の重ね塗 りや陰影のつ け方,遠 近法 など随

所 に見 られ る特徴か ら,「マ リア十五玄義 図」に対 す

る西洋技法の影響 は古 くか ら指摘 されていま した。

1990年 代 に,国 立歴史民俗博物館 が最新 の撮影技術

を用 いて詳細 な調査 を行 った結 果,描 画方法 と顔料

それぞれにつ いて,こ れ までの見方が正 しか ったこ

とが証 明 され ています。

描画 につ いては,背 景 に色 を塗 った後 に人物 に彩

色 される場合 が多 く,遠 景か ら近景へ と描 き進 む手

順 が明 らかに されま した。 また,陰 影表現 では,下

地の色 を画面 の効果 に利用す る方法や透明色 を塗 り

重ねる方法が観察 されてい ます。 これ らはいず れ も,

16～17世 紀 の西洋絵画 に見 られ る一般 的 な技術 とい

うことです。

顔料 については,日 本 の顔料が多用 され る中,文

字や光 を表現 す る金色 を意識 した黄色 にのみ,日 本
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での使用例が まだ知 られてい ない鉛錫黄顔料が使 わ

れた可能性が指摘 され てい ます。 この顔 料は,14世

紀 か ら18世 紀 にかけての西欧諸国では,黄 色 の代表

的顔料 として絵画 に用 い られ ていた ものです。 さら

に,こ の黄色顔料 の部分 については,艶 や亀裂 な ど

の生 じ方 に,油 絵具 との類似性が報告 されてい ます。

この研 究 によ り,日 本 にや って きた宣教 師たちが顔

料 を持 ち込 み,一 部 それを用 いていた可能性 が新 た

に見いだ されたのです。

さ らに,こ の ときの調査で は下図の線 も観 察 され,

05ミ リ前後の幅の,墨 で描 かれたのびや かな線が確

認 されてい ます。毛筆 の運 びに習熟 した人物 による

描 画であ ろうと推定 されています。

以上の結果か ら,「 マ リア十五玄義図」 を描 いた

候補者 として,西 洋画 の技法 を学 んだ 日本人画家が

浮上す ることにな り,そ れを傍証す る資料 も紹介 さ

れ てい ます。た とえば、16世 紀末の イエズス会の年

報 は,島 原のセ ミナ リオ(修 道院)の 工房で,計21

人の 日本人が,油 彩画 や銅版画 などの西洋絵 画 を学

んでい ると報告 してい ます し,他 に も,日 本各地 に

建設 されたセ ミナ リオで,美 術教育 を行 っていた こ

とを示す記録 が残 っているのです。 また,今 回の修

復 に際 して紙質の分析 を行 った ところ,日 本で絵 画

用 に広 く普及 した竹紙 が使用 されてい るこ とが明 ら

か にな り,こ の絵 が 日本 で描 かれた こ とは確 実 とな

りま した。

この ように,最 近 の科学 的調査 ・分析 の結果,日

本人の描いた聖画である ことはほぼ確定 された とい

えます。

3表 具について

最後の見 どころは,こ の絵が掛 け軸 として表具 さ

れ てい るところです。写真 の通 り変色や痛みが激 し

く,修 復 す るに際 して,こ の部分 を どうす るかが問

題 とな りま した。検討 の結果,江 戸時代 の長期 にわ

たる弾圧 をかい くぐって この絵画が近代 に伝 えられ

た歴史 は,細 く巻いて 目立 たない ように収納で きる

この掛 け軸装 に凝縮 されている とい う点 を重視 して,

残 され た状 態 をで きる限 りそのまま保存す ることに

しま した。

掛 け軸 とはい って も,「マ リア十五玄義図」のや り

方 は,通 常 の方法 とは随分違 うもの となってい ます。

布 を用い る筈 の部分 に唐紙が用い られてい た り,上
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下 の軸 に細 く削 った竹軸が用 い られていた り,掛 け

軸 に表装す る際の決 ま りごとが守 られてお らず,素

人の手 に よる ものであ ろうと推 測 されています。

この掛 け軸装 について,こ れ までの研究者 たちが

本紙絵 図の製作当初か らの もの と疑わなかったの に

対 して,先 の歴史民俗博 物館 の研 究班 は,二 次的 な

段 階の ものではないか とい う見解 をだ しました。最

初 は,祭 壇画 であ った ものが,禁 教 とな り弾圧が強

化 される過程 で,掛 け軸の体裁 に変更 されたのでは

ないか,と い うのです。祭壇画 とは、南蛮屏風 に し

ば しば描 かれている もので,仏 像 を収 める厨子 のよ

うな扉付 の箱 の中に安置 されてい る例 や,カ ーテ ン

の下が った祭壇 の奥 に木枠の額 に納め られた りして

いる例 があ ります。 「マ リア十五玄義図」 に祭壇画

の時代 があったのか どうか,残 念 なが ら手が か りは

あ りませ んが,今 回の修復で は,絵 図裏側 の表装部

分に,修 理 された跡が発見 され ま した。 この事実 は,

掛 け軸装 の この絵が,単 に しまい込 まれていたので

はな く,使 用 されていたこ とを示 してい ます 。弾圧

下にあって も信仰 を捨 てなか った キリシタンが,誰

にも見 つか らないよ うに絵 を飾 り,祈 りを捧 げるこ

とがあったに違 いあ りませ ん。

キ リシタンへ の弾圧が強 まる中,表 装の知識 を持

たない信者 が,見 よ う見 まねで ひっそ りと掛 け軸 に

仕立 て、祈 りを捧 げ続 けた。 「マ リア十五玄義 図」

の表具 か らは,こ の ような歴史 を読み取 ることが で

きるのです。

今 回の修復 では,「 マ リア十五玄義図」の持 つ色や

風合 いが損 なわれないよう,細 心の注意が払 われま

した。発 見当時の姿 に再生 した 「マ リア十五玄義図」

が,多 くの方 に観覧 されるこ とを願 ってやみ ませ ん。

(京都大学総合博物館 ・資料基礎調査 系 ・

助教授 ・岩崎奈緒子)
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記事

京都大学総合博物館における情報発信新展開と悩み

平成9年4月 に発足 の京都大 学総合物館 には,京

大 の108年 に及ぶ歴史の問 に諸先 輩が収集 された250

万 点に及ぶ貴重 な学術標 本資料 が収蔵 されている。

また,研 究が 国際化す るにつれ,館 や全学 の研究者

の手 に よってます ます多 くの学術標本資料が 日々世

界 中か らもた らされてい る。そ こで、総合博物館 は,

1)貴 重 な学術 標本資料 の収 集 と保全 ・管理,2)こ

れ らの研究教育への活用,そ して3)学 術標本資料

をもとにした研究の成果 を広 く情報発信す る,と い

う3つ の重大 な使命 を与 えられて発足 し,所 属 の研

究者 と事務職員が これ ら任務 を活発 に遂行 している。

しか し,学 の内外 を問 わず,博 物館 とは標本 の倉庫

程 度 との通念が支配的であ る。そ こで,総 合博物館

では,学 術標本資料やそれ を使 った研究 の重 要 さ,

維持管 理の大切 さ と大変 さを積極的 に伝 え,学 内外

の理解 と広 い支援 を得 るこ とを優先課題 の一 つ とし

て,展 示 の一般公 開オープ ン以前か ら,様 々な情報

発信 の試みを行 って きた。以下 には,館 の この よう

な試みの うち最近の展 開について紹介する。

シニア向け

社会では高齢者の増加 とともに学習意欲 をもった

熟年者の数が急増 している。そこで,豊 富な資料 と

ともにオリジナルな研究成果の展示が通年公開され

ている京都大学総合博物館には,熟 年者の生涯学習

への対応が学内外から期待 されている。現在総合博

物館では,二 枚貝をテーマとして,熟 年者向けの学

習教材 「貝体新書」 を開発中である。すでに熟年者

向けに数回の試験的学習教室を開催 して改良を続け,

今年度内に完成を目指 している。知識を与えるので

はなく,潮 干狩 りの体験,食 材 としての調理経験,

寿司屋などでの食事の経験などを思い出 して,二 枚

貝 という動物の体の解剖学的特徴 と生態を自分で推

理 し,確 かめ るとい う経験 を通 じて,主 体 的な学 び

かた を体験 して もらう内容 となってい る。総合博物

館で開発 した教材 には,も う一つ児童 ・生徒 を対 象

に した 「三葉 虫 を調べ よう」が ある。 これ も自分 で

推理 して確 かめる とい う学習方法の体得 を主眼 とし

た ものであ り,熟 年者 に も十分楽 しめ る内容である。

今年9月 に京都大 学が主催 して行 ったシニ アキ ャン

パスで も総 合博物館 では,参 加者 に 「三葉虫 を調べ

よう」の学習教室 を体験 して もらってい る。 また,

総合博物館 で は,月1回 をめ どに週末 に レクチ ャー

シリーズ を開催 し,学 内外 の研究者 による最新の研

究成果 を市 民 に伝 えているが,熟 年者 に とって興味

深い,あ るい は児 童 ・生徒 に とって興味深い ものそ

れぞ れについてそれぞれ シニア ・レクチ ャー,ジ ュ

ニア ・レクチ ャー と して広報 し,参 加者 よ り好評 を

得 ている。

ジュニア向 け

将来の京都大学の カス タマーである児童 ・生徒 向

けには学習教室用教材 を多 く開発 して きた。その中

で,も っ とも利用 されているのは 「三葉虫 を調べ よ

う」 で,北 は福 島県か ら南 は鹿児 島県 まで,す で に

2,000名 以上が この教材 を利用 して学習 を行 ってい

る。 同様の教材 として 「二枚貝 を調べ よう」 を昨年

開発 し,現 在一部 を修正中であ り,近 々完成バ ージ

ョンを使 った学習教室が可能 となる。 ジュニア向 け

には,学 習教室 も様 々開催 して きた。その中で も夏

休 み学習教室 はす でに5回 を数 えるが、学 内外 の著

名な講 師陣の協力 を得,年 々人気が高 まってお り,

今年 は400名 の定員 に1200名 の応募者が殺到するに

ぎわいであった。

また,昨 年秋 か らは,大 学院生 ・大 学生,そ れに

学内外 の現役 ・退職研究者の協 力 を得 て毎週土 曜 日
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・日曜 日に週 末子 ども博物館 を開催 している。 これ

は,化 石 ・骨格 ・押 し葉標本 などを博 物館 のロ ビー

に持 ち込み,来 館す る児童 ・生徒 に学術標本 資料 を

もとに した研 究の楽 しさを解説す る もので,じ わ じ

わ と人気が出始め,今 秋 には多 くの タウン誌 ・雑誌

に取 り上げ られ,週 末に親子連れの来館者が 目立っ

て多 くなった。土 日欠か さず 開催 とい うことで関係

の学生 ・大学院生 ・研究者 には多大 な労力 を提供 し

ていただ き感謝 している。衣笠児童館や夜久野町へ

出向いての出張 こども博物館 も催 し,好 評 を得てい

る。

手法の開発:IT技 術 をつ かったガイドシステムの開発

情報学研 究科の中川千種 さんが,博 士課程の テー

マ として現在ICタ グとPDA(携 帯型情報端末)を

使 ったガイ ドシステ ムを開発 中である。展示 ケース

に貼 ったICタ グをPDAに 近づ ける と,画 面上 に展

示の担 当教官 による動画解説や クイズな どが表示 さ

れ,楽 しみなが ら展示の理解 を深 め られる。運用試

験 の結果,シ ステムを持た ない場合 に較べ て館内の

滞在時 間が有意 に長 くな り,来 館者が じっ くりと展

示 を鑑賞す るのに役立つ ことが示 されている。現在

同 じく情 報学研究科 の竹 島香 さんが,PDAで 記録 し

た見学履 歴 をもとに さらに学習 を深め ることを助 け

る学習支援 システムを開発 中である。

ガイ ドツア ー

平成16年 ブイール ド科学教育研究 セ ンターが開催

した春季展 「森 と里 と海のつ なが り」で は,展 示担

当教員の先生方が直接 に来館者 に展示解説す る試 み

を行 って下 さ り大変好評 であった。 これを受 けて,

今年度 は,春 季展 ・秋期展 ともに研究者や大学院生

による展示解説が行われている。春季展で は土曜 日

に,秋 期展で は土曜 日 ・日曜 日に開催 してお り,い

ず れ も一 日に数回行われている。直接研究者や大学

院生 か ら解説 を聞 け,興 味 に応 じた質問 もで きるこ

とか らきわめて好評であ る。

課題

様 々な教材 の開発,学 習教 室,土 曜 日 ・日曜 日の

子 ども博物館,あ るいは ガイ ドツアーな ど,総 合博

物館 の情報発信 は徐々 に地域 社会 に浸透 してお り,

入館者数 も徐 々に増加 しつつあ る。 しか し,一 つ懸

念が ある。 というの は,入 館 者数 に大 きな力 を もつ
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新 聞や雑誌,タ ウ ン誌 による紹介は,種 々の行事が

行 われている博物館 の週末の様子 を基準 に した内容

となっている。 この ような記事 を見 て平 日に来館 さ

れ るかたには失望感 を与 えるのでは無 かろ うか。 ま

た,最 近 は修学旅行や校外 学習で多 くの児童生徒が

平 日に館 を訪れ始めてい る。彼 らも同様 に失望 を覚

えるか もしれない。最近の悩みの種 である。 もとよ

り博物館 の人的資源 は限 られてお り,ま た財政 的に

も土曜 日 ・日曜 日に開催 してい る行事 を平 日に も行

うことは現情で は難 しい。

一方
,平 日に訪 れる人 たちが必ず見る ものは、常 ・

設の展示 である。 そこで、現在の常設展示 について,

解説書や ワーク シー トを早急 に充実 させ る ことはで

きないだ ろうか。展示場 で もパ ネル による説 明はな

されてい るが限 られた文字数で十分わか りやすい も

の とはなっていない。 わずか数 ヶ月の工期 で作 らざ

るを得 なか った理系 の常設展示 については と りわけ

この ことが該 当する。担 当された先生の協 力 を得 る

こ とによって、常設展示 の解説書の作成 はそれほ ど

大 きな困難な くで きるだろ う。 そ して,平 日の一般

来館者の方々は,解 説書 を片手 に常設の展 示 を深 く

味 わ っていただけるので はないだろ うか。 ただ し,

文章 の統一,図 ・表の作成 などに多少支 出を ともな

うことは覚悟せ ねばない。

ここに書 いた悩 みは,あ る意味贅沢な悩 みである。

発足 当時、総合博物館 は全 く無名の存在 であった し,

建物 も未整備 だった。 しか し8年 の後の今,博 物館

に来 られる多 くの一般のお客様 にどう対応 するか で

悩 む ことが で きる ようになったのである。展示 の見

所 について解説書 を執筆す るにあたって,冒 頭で書

いた,学 術標本資料やそれ を使 った研究 の重要 さ,

維持 管理 の大切 さや大変 さ も伝 える工夫 をこらす こ

とは,実 は私 たちの博物館の本来の活動 の重要性 を

広 く皆 さんに知 って もらうことに直結 して もいる。

この意味 を見抜 いてのこ とか,館 長の中坊徹次教授

も全 く同 じ考 えで,最 近展示解説書実現 についての

具体 的 な方 策 を探 る ように教員会議 で指示 があった。

館 内外 の関係 される先生方の ご協力,ま た各方面 よ

りの資金的支援 を得 てこの重要 な意義 をもつ企画 を

早急 に実現すべ く現在計画 を練 り始 めたところである。

(京都大学総合博:物館 ・情報発信系 ・

教授 大野照文)

京都大学総合博物館 日誌(平 成17年9月 ～ 平成17年12月)

9月2日(金)第93回 教 員会議

10月14日(金)第94回 教 員会議

11月11日(金)第95回 教 員会議

12月9日(金)第96回 教 員会議

外国人研 究員

9月30日(金)

10月20日(木)

ペイ ・チ ンイ氏(台 湾 ・中央研究院生物多様性研究 センター研究院)帰 国

(～18年1月19日 ・木)バ トリシア ・ビッカース ・リッチ氏(オ ース トラ リア連邦 ・モナシ

ュ大学地球科学部教授)来 学

展示

9月28日(水)～ 平成18年1月22日(日)

平成17年 秋季企画展 「日本の動物 はいつ どこか らきたの か 一 動物地理学 の挑戦 一 」

企画展関連行事

11月4日(金)～6日(日)

「造瓦教室(古 代瓦の造瓦 の実演見学)生 駒市山本瓦工業(株)」
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公 開 講 座

11月5日 ・12日 ・19日 ・26日 第18回 公開講座 「日本 の動物 はいつ どこか らきたのか」

学習教室

9月10日(土)お とな向け体験学習教室 「貝体新書

12月3日(土)お とな向け体験学習教室 「貝体新書

おとなが学ぶ二枚貝」

おとなが学ぶ二枚貝」

レ ク チ ャ ー ・シ リー ズ

no.4010月1日(土)

no.4111月12日(土)

no.4211月26日(土)

no.4312月3日(土)

no.4412月17日(土)

「巻 き貝の殻の形のひみつ」

「マ ツタケ博士 の奮闘記」

「足跡か らわかる大昔の生物の生態や環境

「ヤモ リを求 めて琉球の 島々を巡 る」

「日本の トカゲはどこか ら来 たのか?」

一 『生痕(せ いこん)学 』入門一 」

その他活動

9月24日(土)「 学 問の不思議 を知 ろ う～京都 大学 を体験 する～」

ジュニアキ ャンパ ス2005(9月23日 ～24日)

9月29日(木)・30日(金)「 交響す る身体 ～ひ と ・もの ・自然 を考 える～」

シニアキ ャンパ ス2005(9月27日 ～30日)

10月16日(日)「 視覚障害者 とともに考えるサイエンスコ ミュニケー ション」 シンポ ジウム

11月14日(月)～18日(金)「 生 き方探 究 ・チ ャレンジ体験」

11月16日(火)～20日(日)・23日(水)・24日(木)「 貝覆いの貝」

ミュージアムロー ド2005(11月15日 ～24日)

12月10日(土)「 『ひ らめき ☆ ときめきサイエ ンス～ ようこそ大学の研 究室へ ～KAKENHI』 日本の動物 は

いつ どこか らきたのか」

12月26日(月)第2回 情 報文化 力向上 セ ミナ ー 「博物館 を活用 した教材 開発 と指導法改善」

人事異動

10月1日(土)社 会連携掛長 束 年昭(総 務部社会連携推進課社会連携企画掛長へ配置換)

課長補佐 富坂 進(人 事部職員課専門職員より転入)
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